
事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6159】

市民参加条例制定事業 政策調整課　主査（政策調整・男女共同参画）

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ａ 多様な主体が協働するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

① 協働によるまちづくり

平成26年度 平成27年度 補助新規

・市民

・市民参加条例制定に向けた検討と市民機運の向上を目的として市民間で意見交換を行うワークショップを開催する。
・公募市民を含む委員で構成する制定委員会を設置し、条例の検討を行う。

・自治基本条例に規定する市民参加の推進に関する条例が施行される。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 市民 人 0 0 0 120,802

対象指標２

活動指標１ ワークショップ・制定委員会開催回数 回 0 0 0 4

活動指標２

成果指標１ 制定された市民参加条例の本数 本 0 0 0 0

成果指標２

6330 0 0

0 0 0 4,694

0 0 0 5,327

・ワークショップの開催
・制定委員会の開催

・ワークショップ開催委託料　243千円
・制定委員会委員報酬　140千円

26年度

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-1



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6140】

協働を知ってもらう啓発事業 政策調整課　主査（政策調整・男女共同参画）

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ａ 多様な主体が協働するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

① 協働によるまちづくり

平成26年度 ― 補助新規

小学生（４年生・６年生）及びその保護者等

自治基本条例に基づく「協働」意識啓発のため、具体例を解りやすく示したリーフレット等の配布、出前講座の実施。

自治基本条例における市民自治を進めるために必要な「協働」意識が深まる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 小学生（４年生・６年生） 人 0 0 0 2,023

対象指標２

活動指標１ リーフレット等作成種類 件 0 0 0 1

活動指標２ 出前講座回数 回 0 0 0 2

成果指標１ リーフレット等配布枚数 冊 0 0 0 2,000

成果指標２ 出前講座参加者数 人 0 0 0 50

1,2260 0 0

0 0 0 2,738

0 0 0 3,964

・リーフレットの配布
・出前講座の実施

・リーフレットの作成及び出前講座委託料　1,226千
円

26年度

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-2



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6137】

協働を担う人材育成事業 企画課　企画係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ａ 多様な主体が協働するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

② 協働を担う人づくり

平成26年度 ― 単独新規

市民・大学

・市民による出前講座の登録制度を創設する。
・市は、市民と地域、大学等とのコーディネートの役割を担う。

市民のこれまでの経験・知恵が活かされ、地域振興の一助となるとともに、高齢者が活躍するようになる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 出前講座講師登録者数 人 0 0 0 10

対象指標２

活動指標１ 出前講座実施件数 件 0 0 0 20

活動指標２

成果指標１ 出前講座参加者数 人 0 0 0 200

成果指標２

760 0 0

0 0 0 1,565

0 0 0 1,641

出前講座パンフレット作成、配布 パンフレット作成経費　　54千円

26年度

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-3



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【     528】

市民協働推進事業 市民生活課　市民活動係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ａ 多様な主体が協働するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

② 協働を担う人づくり

平成14年度 ― 事業補助単独継続

・市民
・市民活動団体（ボランティア・ＮＰＯ)

１．協働のまちづくり事例を普及するため、「協働のまちづくり活動支援事業補助金交付要綱」に基づき、協働のまちづくり活動支援事業とし
て、地域の公共的な課題の解決に向けて取り組む事業を行う団体等に対し、事業費の2/3以内、ただし申請者に企画から実施まで関わる自治会・
他の市民活動団体が含まれる場合は9/10（上限１５万円）を補助する。
２．市民活動に関する講座やネットワーク化に向けた事業等を行う。
３．市民協働の意識を広めるための啓発を行う。
４．市民活動の活性化を図るため、「協働のまちづくり活動支援事業補助金交付要綱」に基づき、市民活動促進事業として、市民活動の広がり
と協働のまちづくりの推進に寄与する事業を行う団体等に対して、その事業に要する経費の1/2を補助する。

１．市民協働への理解と認識が深まり、参画意欲が高まる。
２．市民活動の活性化やネットワーク化により、市民や地域の多様なニーズへの対応や課題解決が図られる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 市民 人 121,705 121,385 121,385 120,802

対象指標２ 市民活動団体（ボランティア・ＮＰＯ)数 団体 167 175 165 165

活動指標１ 補助金額 千円 1,482 1,500 1,500 1,500

活動指標２ 市民協働推進事業で実施した協働事業数 事業 11 11 10 10

成果指標１ 市民協働推進事業で実施した協働事業への参加者数 人 925 962 900 900

成果指標２

3,4052,870 2,644 3,005

8,026 8,016 8,056 6,259

10,896 10,660 11,061 9,664

・市民活動団体等の事業に対し補助金を支出。
・セミナー等の実施
・市民活動啓発リーフレット等の作成、配布

・市民活動団体等が実施する協働のまちづくり活動支
援事業への補助金　600千円
・市民活動団体等が実施する市民活動促進事業への補
助金　　　　　　　900千円
・セミナー等開催経費
・市民活動啓発リーフレット等の作成経費

26年度

協働のまちづくりに向け、市民活動を紹
介するリーフレットを作成する。未来戦
略１A－②協働を担う人づくりに向け、
リーフレットの配布と合わせセミナーを
開催することで、活動意識の向上を図る
。
市民協働の啓発強化として、「市民協働
事業情報共有推進事業」を新設。未来戦
略１A－③協働に取り組むための組織づ
くりに向け、市民活動に関する情報共有
ツールを整備し、啓発の推進を図る。

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-4



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6161】

自治会活動支援事業 市民生活課　市民活動係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ａ 多様な主体が協働するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

② 協働を担う人づくり

平成26年度 ― 単独新規

市民、自治会

・自治会について運営、活動、支援制度を解説、紹介した手引きを作成する。
・各自治会の班長、区長等を対象に現状と課題、自治会の意義と必要性等に関して講演会を実施し、その後、江別市の
現状等についての認識を深めてもうらうため、市内の公共施設等を見学する。

・手引きの活用により、自治会新規役員の負担を軽減し、役員の担い手の増加を図る。
・今後、自治会で中心的な役割を担う人物の開拓・養成のため、自治会活動に対しての理解を深め、後の自治会役員の
担い手の増加に繋げる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 自治会数 自治会 0 0 0 162

対象指標２

活動指標１ セミナー開催件数 件 0 0 0 1

活動指標２

成果指標１ セミナー参加者数 人 0 0 0 80

成果指標２

4260 0 0

0 0 0 1,565

0 0 0 1,991

・自治会活動の手引き作成
・市役所及び自治会の現状と課題、自治会の意義と必
要性に関して講演会を開催、その後市内の生活関連施
設等を見学するバスツアーを実施する。

自治会活動の手引き作成経費　269千円
講演会及びバスツアーの結果ＰＲチラシ、パンフレッ
ト作成（バス借上げ費用含む）157千円

26年度

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-5



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6136】

大学版出前講座支援事業 企画課　企画係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ｂ 大学が活躍するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

① 大学の得意分野を活かした地域の活性化

平成26年度 ― 単独新規

市民・大学

市内４大学の教員による出前講座の登録制度を創設する。
市は、大学と地域、市民とのコーディネートの役割を担う。

大学の知的資源が活かされ、地域振興の一助となるとともに、大学の地域貢献及び大学と地域との連携が行われるよう
になる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 出前講座講師登録者数 人 0 0 0 20

対象指標２

活動指標１ 出前講座実施件数 件 0 0 0 50

活動指標２

成果指標１ 出前講座参加者数 人 0 0 0 500

成果指標２

1080 0 0

0 0 0 1,565

0 0 0 1,673

出前講座パンフレット作成、配布 パンフレット作成経費　　54千円

26年度

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他

戦略1-6



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【     560】

大学連携調査研究助成事業 企画課　企画係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ｂ 大学が活躍するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

① 大学の得意分野を活かした地域の活性化

平成21年度 ― 政策的補助単独継続

市内大学に所属する教員（短期大学部含む）

市内大学に所属する教員が行う江別市の課題解決や地域活性化に貢献する調査研究事業に対し、大学連携調査研究事業
補助金を交付する。
【根拠要綱】江別市大学連携調査研究事業補助金交付要綱
【補助率及び上限額】補助対象経費の100％を1,000千円を上限に補助

教員が地域に目を向け、江別市の課題解決や地域活性化に資する研究を行うことで、地域の知的資源としての大学がま
ちづくりに活かされる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 市内大学所属教員数（短大含む） 人 502 491 491 489

対象指標２

活動指標１ 補助金額 千円 2,834 3,183 3,300 3,000

活動指標２

成果指標１ 補助事業本数 件 5 6 6 3

成果指標２

3,0133,030 3,183 3,300

2,809 4,008 4,028 2,347

5,839 7,191 7,328 5,360

・市内大学の教員が行う江別の課題解決や地域活性化
に資する調査研究事業に対し補助金を交付する。
・前年度の補助事業について、事業報告会を開催する
。

江別市大学連携調査研究事業補助金　3,000千円

26年度

本事業は平成２６年度より、旧「大
学連携事業」から「学生地域活動支
援事業補助金」を分離し、「調査研
究事業補助金」に係る事業のみを独
立したもの。
また、第６次江別市総合計画の開始
に合わせ、戦略に沿って募集テーマ
を見直す。

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上見直し

新規 維
持 ○休止

廃止 低
下その他

戦略1-7



事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【     615】

えべつ市民カレッジ（四大学連携生涯学習講座）事業 生涯学習課　生涯学習係

１ ともにつくる協働のまちづくり07 生涯学習・文化

Ｂ 大学が活躍するまちづくり
01 生涯学習の充実

② 知的資源である大学が持つ力を活かした教育・人財育成の促進

平成12年度 ― 単独継続

高校生以上の市民

・「ふるさと江別塾」の開催
・えべつ市民カレッジの開催

大学の知的資源を活用し市民の様々な学習要求に応えることにより、まちづくりに参画していくための問題意識と知識
を獲得する。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 高校生以上の市民 人 105,567 105,640 105,640 105,408

対象指標２

活動指標１ 連携団体数 回 4 4 4 4

活動指標２

成果指標１ えべつ市民カレッジ講座数 講座 0 0 0 30

成果指標２

216208 193 214

1,605 1,603 1,611 2,347

1,813 1,796 1,825 2,563

・市内四大学と連携を図りながら、各大学を会場とし
た講座事業「ふるさと江別塾」を開催する。
・ふるさと江別塾に加え、各大学で開催している市民
公開講座と連携し、それらの講座をえべつ市民カレッ
ジとして位置づけ、総合的に市民へ提供する。

・ふるさと江別塾開催費　200千円
・運営委員会開催経費　16千円

26年度

ふるさと江別塾に加え、各大学で開
催している市民公開講座と連携し、
それらの講座をえべつ市民カレッジ
として位置づけ、総合的に市民へ提
供する。

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上 ○見直し

新規 維
持休止

廃止 低
下その他
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

 政  策

取 組 の

基本方針

戦　略

プロジェクト

プログラム

開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

改革案（２月時点） 改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性(

成
果)

区分 単位

事　業　費　(A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

平成26年度 【    6135】

大学連携学生地域活動支援事業 企画課　企画係

１ ともにつくる協働のまちづくり08 協働

Ｂ 大学が活躍するまちづくり
01 協働のまちづくりの推進

③ 学生の力を活かしたまちづくり

平成26年度 ― 政策的補助単独新規

市内大学に所属する学生（短期大学部含む）

市内大学に所属する学生が行う、自主的な取り組みによる地域住民とのふれあいやまちづくりに関する事業に対し、補
助金を交付する。
【根拠要綱】江別市大学連携学生地域活動支援事業補助金交付要綱
【補助率及び上限額】補助対象経費の100％を100千円を上限に補助

市内大学に通う学生が江別市の一員としての意識を持ち、自主的な活動を通して地域とのつながりを深めることで、地
域と大学の協働によるまちづくりが行われる。

26年度予算23年度実績 24年度実績 25年度予算

対象指標１ 市内大学に在学する学生数（短期大学部含む） 人 0 0 0 11,167

対象指標２

活動指標１ 補助金額 千円 0 0 0 300

活動指標２

成果指標１ 補助事業本数 件 0 0 0 3

成果指標２

3000 0 0

0 0 0 1,956

0 0 0 2,256

・市内大学に所属する学生が行う、自主的な取り組み
による地域住民とのふれあいやまちづくりに関する事
業に対し、補助金を交付する。
・市内大学の学生と地域とのつながりを深める目的で
、学生に江別市の課題解決や地域の活性化に関する研
究に取り組んでもらい、コンペティションを行う。

江別市大学連携学生地域活動支援事業補助金　300千
円

26年度

本事業は、旧「大学連携事業」より
「学生地域活動支援事業補助金」を
分離独立したもの。

26年度への改善方向性 減少 維持 増加

維持 向
上見直し

新規 維
持 ○休止

廃止 低
下その他
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